
ＪＲ福知山線脱線・転覆事故・山崎正夫前社長に無罪判決！

なぜ経営幹部の責任が問われないのか！？

ＪＲ東海労ニュース

１月11日、神戸地裁は、107名が死亡したＪＲ福知山線脱線・転覆事故に対し、安全対策を

怠ったとして業務上過失致死傷罪に問われた、ＪＲ西日本山崎正夫前社長に対し「事故を予

測できる可能性はなかった」と無罪判決を言い渡しました。

この判決は、遺族の「真実が知りたい」という思いを踏みにじるものであり、ＡＴＳを設

置してこなかった安全軽視の体質や懲罰的な日勤教育を温存してきた企業体質、経営幹部の

過失責任に踏み込まない不当判決であり、認めるわけにはいきません。私たちは、事故を風

化させないためにも、営利優先・運行第一・責任追及の姿勢を糾すために、ＪＲ西労の仲間

たちと共に職場から真の安全確保のための闘いを強化します。

懲罰的な日勤教育・安全管理など、企業体質・背景に踏み込まずに、事故原因の解明は出来ない！
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